
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３（2021  

港 区 

 

 

 

 

目標・ 

課題 
 

現状  

（令和元年度） 

 

（令和８年度） 

1-① 事業所における女性活躍のための取

 

51.9  

52.4  
70  

1-② 

 
34.1  50  

1-③ 

 
28.4  40  

1-④ 

 
50.1  70  

1-⑤ 

 
23.1  40  

1-⑥  13.3  20  

2-① 「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」

 

42.9  

32.7  
50  

2-②    

2-③  6.8   

2-④ 「男は仕事、女は家庭」

 

 

 
58.2  

40.3  
70  

 
65.2  

53.0  
70  

3-① 

 

34.0  

39.5  
 

3-② 

 
24.6   

3-③ 

 

83.5   

3-④  

 

36.4  

33.7  
50  

4-①  
37.3  

19.9  
50  

4-② 

 
16.5  30  

4-③ 

 
38.8  

29.1  
50  

 
21.0  

16.4  
40  

4-④ 

 
  

 

 

 

25  

TEL 03-3578-2111  

FAX 03-3578-2976    

 2020252-6421 

 

区は、平成 16

ともに男女平等参画社会の実現をめざしさまざまな施策に取り組んでいま

す。 

港区男女平等参画条例の 内容  

 

定めています。 

 

 

 

 

しました。 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

港区港区

第４次第４次

男女平等参画男女平等参画

行動計画行動計画



 

      この計画は  

 

○港区男女平等参画条例、男女共同参画社会基本法に基づく行動計

画です。 

○配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律、女性

の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく計画に相

当します。 

○「港区基本構想」及び「港区基本計画」を踏まえるとともに、関

連する個別計画と整合を図って策定しました。 

 

計画期間は  

〇令和３（2021）年度から令和８（2026）年度までの６年間の計

画です。 

 

計画の特徴は 
 

〇男女平等参画社会の実現に向けて、令和８（2026）年度の社会の

方向性を見据えた区の施策を総合的・体系的にまとめています。 

○港区男女平等参画条例に基づいて設置された港区男女平等参画

推進会議の意見を尊重して策定しています。 

○令和元（2019）年度に実施した意識・実態調査による現状の把握、

パブリックコメントによる区民の意見を踏まえています。 

○各課題に対応した「区民一人ひとりが取り組めること」及び「事

業者が取り組めること」を具体的に例示しています。 

○施策の推進に当たっては、区の各部門において所管事業として取

り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標１ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

目標２ ワーク・ライフ・バランスを推進する 

目標３ 人権の尊重と生涯を通じた健康を支援する 

目標４ 男女平等参画社会実現に向けた推進体制を充実する 

男女平等参画社会の実現 

計 画 の 内 容 

 

男女平等参画社会を実現するためには、第一に女性が多様な分野に参画で

きる社会とする必要があります。政策・方針決定過程への女性の一層の参画

を進めるとともに、結婚や出産等の事情によって仕事を辞めざるを得ない女

性の再就職や起業、また、就業継続ができる環境づくりを促すなどの取組を

とおして、あらゆる場における男女平等の実現をめざします。 

①働く場における女性の活躍の促進 

②政策・方針決定過程への女性の参画

促進 

③地域活動の場における男女平等参

画の促進 

④教育の場における男女平等参画の

推進 

⑤家庭や社会の慣行における男女平

等参画の推進 

⑥男女平等参画の視点に立った防災

対策の充実 

目標１の責任項目 

【責任項目１】 

事業者における女性の活躍の
促進 

【責任項目２】 

審議会等委員への女性の参画
拡大 

【責任項目３】 

防災分野における男女平等参
画の推進 

目標１ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

目標２ ワーク・ライフ・バランスを推進する 

目標１の課題 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現に向けて、官民問

わず様々な取組がなされた結果、社会におけるワーク・ライフ・バランスに

対する理解が定着しています。その一方で意識・実態調査では、ワーク・ラ

イフ・バランスを実行できていない区民が少なくないことがわかります。働

く人々が子育てや介護など、個々の事情に応じた多様で柔軟な働き方を選択

できる「働き方改革」を促すための取組の充実を図ります。 

 

①事業者におけるワーク･ライフ･バ

ランスの推進 

②安心して子育てできる環境づくり 

③仕事と介護の両立に向けた支援 

④男性の家庭・地域への参加促進 

目標２の責任項目 

【責任項目４】 

働き方改革に対応した職場環境の

整備促進 

【責任項目５】 

在宅介護を担う男女に対する支援

の充実 

目標２の課題 

 

目標３ 人権の尊重と生涯を通じた健康を支援する 

近年の法改正や港区男女平等参画条例改正の趣旨を踏まえ、男女を問わず

あらゆる暴力の防止・根絶に向けて、ＤＶ、セクシュアル・ハラスメントを

はじめとした各種ハラスメント、性暴力等の防止や、性的指向又は性自認に

よる差別的取扱いの禁止を徹底するための取組により、人権が尊重されるこ

とをめざします。また、「性と生殖に関する健康と権利」の考え方に基づき、

生涯を通じた男女の健康支援等の施策を引き続き展開します。 

①人権を尊重する意識の醸成と性別

等による差別の根絶 

②配偶者等に対するあらゆる暴力の

根絶 

③あらゆるメディアにおける人権の

尊重 

④生涯を通じた男女の健康支援 

目標３の責任項目 

【責任項目６】 

性別等による差別の根絶に向けた

働きかけ 

【責任項目７】 

暴力防止教育と啓発 

目標３の課題 

 

目標４ 男女平等参画社会実現に向けた推進体制を充実する 

男女平等参画社会を実現するためには、区、区民、事業者等、港区で暮ら

し活動する多様な組織と個人の協力が欠かせません。男女平等参画センター

（リーブラ）の利用者層の拡大を図り、区民に親しまれる施設づくりを進め

ます。また、次世代育成支援対策推進法及び女性活躍推進法に基づき策定し

た、特定事業主行動計画を踏まえ、区は区職員に対する取組をさらに充実さ

せ、区職員の男女平等の推進を図ります。 

 

①拠点施設リーブラの充実 

②区職員の男女平等参画の推進 

③計画推進体制の充実 

④区民・事業者・教育機関等との連携 

目標４の責任項目 

【責任項目８】 

区民に親しまれる施設としての機能

の充実 

目標４の課題 

※ 計画期間中に区が特に重点的に取り組むべき施策を「責任項目」とし、港区男女平等参画推進会議による第三者評価の対象とします。 


